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         10月 27日：学習会・懇談会         
        公民館活動と利用協のあり方を考える～学習会と懇談会を終えて～ 

担当責任者(副会長) : 猪口 敦子 
 10 月に開催された公民館利用サークル協議会

の学習会では、大野南公民館で長年にわたり、サ

ークル活動や地域活動をなされてきた格地悦子さ

んにお話をしていただいた。相模原の公民館の歴

史や大事にしてきた住民主体の原則等も交えて、

ご自身の公民館との関わりをうかがえたことは同じ

市民として刺激的だった。公民館での学びやつな

がりが地域の課題解決に動き、生きた活動になっ   

ていた。社会教育の場としての公民館活動が自分

達の地域づくりに今も大きな意味合いをもっている

と再確認できた。懇談会では、新しく作った「大野

北公民館利用サークル協議会」の冊子をもとに利

用協とは何か？の再確認からはじめ、これからの

利用協のあり方について部門別に話し合いを持っ

た。又、春の総会時には、利用協への任意加入制

や会費の件での臨時総会開催との提案もしていた

が今回の懇談会では様々な状況を見極め、見送                                                                                            
 

 

          11月 9日：研修会           

総務 : 吉田 和代 

去る 11月 9日電車での研修にも関わらず 17名 

                                   の参加を得て横浜へ行って来ました。日頃の行いの 

成果か天気に恵まれ元町中華街駅を抜けると素敵 

な花いっぱいの空間!! そして趣のある道を話しなが 

ら進み、海・花を眺め大佛次郎記念館へ。猫が好き 

だったらしくあちこちに沢山あって夫妻で海外旅行 

までした人生を彩っていました。カフェでコーヒータ 

イムの後、山手洋館ベーリックホールを見学し、以前 

の記憶を想い起こす道を楽しみながら歩いて中華街 

へ抜け、皆でワイワイ喉を潤しながら美味しい食事を 

し散策買物、少し雨も落ちてきましたが、参加した全 

員一層のコミュニケーションを深め、花と自然美しい 

街の印象を心に利用協活動の糧として帰路につきま 

した。 
 

 

 

 

 

 

             大佛次郎記念館                        ベーリックホール 

大大野野北北公公民民館館利利用用協協通通信信

EEDDIITT 

ることにして各サークルからの声をアンケートに反映し

てもらった。話し合いの中からは 6 月からの部屋の利

用有料化についての意見などもあり、利用サークルの

意見や要望をまとめていくことでより良い公民館活動

が出来るのだと思った。なかなか見えにくい利用協の

存在ではあるけど、これからも緩やかにつながりを創

り、サークルの意見を反映していきながら歩みたいと思

う。公民館とは、様々な意見も互いに尊重し合う場であ

り、話し合うことで新たな一歩が始まると信じるか

ら・・・・。 

学習会の様子  
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               12月 7･8日：大掃除           

            

担当責任者(総務) ： 柴田 孝子 
今年も 1日目は、金曜日午後 1時から、料理実習室と茶 

室・保育室・湯沸かし室・ロビーと外回りの掃除をしました。 

料理実習室では、午前中に漂白していた食器を洗い、汚 

れを取り除き、破損している食器の処分をしました。また、 

茶室では、ほこりを払い、黄ばんできた 14枚の障子の張 

り替えをしました。やはり、午前中に黄ばんだ障子紙を剥し 

準備をしましたが、多くの張り替えだったので、時間が掛か 

りました。最後は座布団カバーの洗濯もお願いしました。 

ロビーと外回りは、今年も新聞紙を水で濡らして床に撒き、 

掃き掃除をする事で埃もたたず綺麗にする事が出来まし 

た。 

 2日目は、10時からは、大会議室・和室・小会議室 1･2・ 

工作室・中会議室と全室綺麗にする事が出来ました。 

今年もおよそ 100サークル 120名の参加で大野北公民館を利用 

している方々の協力のもと、利用サークル協議会の活動が 

出来ました。 

 

                                                     大掃除の様子 

 

 

 

              12月：イルミフェスタ 2018          

                                                

                                                                         会長 ： 安達 和夫 
                                       師走 12月、淵野辺南口の風物詩になっていた公 

民館前イルミネーション、昨年、取りやめられましたが、 

寂しい～、せっかく機材があるのに～!という声が多く 

聞かれ、急遽、実施することになりました。予算も体 

制も PRも十分ではありませんでしたが、これまでのメ 

ンバーの何人かにも加わって頂き、新たな実行委員 

会を編成し、また公民館事業としての支援も頂いて、 

実施にこぎつけることが出来ました。 

 12月 8日午後 5時よりの点灯式には、どれだけの 

方に来場頂けるか、心配もありました。しかし始まって 

みると予想を超える来場者で盛り上がり、感動でした！ 

今回は点灯式の後、クリスマス・ミニコンサートも行いま 

した。また災害義援金の募金とチャリティーの軽食（ホ 

ットドッグ）販売も行い、その収益の一部を昨年 9月の 

北海道胆振地震の義援金とすることが出来ました。 

点灯は 12月 25日まで行い、その間、南口にブルー 

の輝き、希望の光を灯してくれました。 

 

 

 

 

       イルミネーション点灯時 
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                       イルミフェスタ点灯式後のコンサートにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                (GALAX-SING)                      (共和中学校) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              軽食チャリティー販売 

(ホットドッグ・駄菓子) 

                  
 

         12月：ロッカー等の利用更新         

              

担当責任者(管理)：河西 松枝 

例年の行事ですが、本年度も更新の時期が参りました。 
更新の方法は秋の懇談会で説明し資料も渡しておりますが、 

今年度も4件程トラブルが発生致しました。公民館からの 

はがきの内容をサークル内で共有しなかったり、すっかり 

出席を忘れていたり、方法自体をまったく知らなかったり                

とか。又、ロッカーの使用方法が雑で破損したりしていま 

す。丁寧に扱いましょう。 

申し込み方法、更新の方法は、総会にて説明致します。 

 

主な運用方法(一部抜粋) ※新規追加事項もございます。 

◆利用期間は約1年。 

◆抽選結果後も空きが発生している場合は、年明けに追加分を募集(1サークル１つまで)。 

◆利用協の指定する移動期間までに『物品が残っている場合』は回収し、 

12月末までに引き取りのない場合、処分とさせて頂きます。                         等々。 

ロ
ッ
カ
ー
は 

丁
寧
に 

使
っ
て
ね
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